
発行日 

第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。  

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 
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当院のウェルウォーク紹介ページはこちら→ 

 ＜ウェルウォーク導入後のご報告＞ 

 

 今月の東大阪病院ニュース（11月号）でご紹介しております様に、このたび、10月12日にトヨタ自動車株式会社が

開発・製造された歩行練習アシストロボット『ウェルウォーク』を導入しました。導入後１ヶ月が経過し、数名の患者

さんに使用いたしました。ウェルウォークを使用し、様々な効果が得られましたので、３つの効果に分けてご報告させ

ていただきます。 

 

 ～患者さん紹介～ ※本人の同意を得て掲載しております。 
 

       70代 男性 術後18週目 当院入院7週目  

    【主症状】 下肢の運動麻痺 重度の感覚障害あり 

    （地面に足を接地した感覚がほとんどわからない） 

 
 

←歩行練習中に実際にウェルウォークに表示される画面です。 

 
 

効果➀ 歩行能力向上 
  

 

 

 

 

 

 

効果② 患者さんのリハビリ意欲向上 

 ウェルウォークを初めて使用した後、担当の療法士に患者さんから握手を求めてこられるほど笑顔になられ、

感動されていました。加えて『歩いている実感がある。平行棒で3人に抱えられて歩いていた時は、足元も見えず

どのように歩いているかもわからなかった。この機械は前の画面で足も見えるし、どんな姿勢で歩いているかも

横のカメラでわかる。介助も痛くない。歩いた距離もその場でわかるし、昨日より歩きたいという気持ちにな

る。この機械は良いよとみんなに伝えたい』と仰っていました。 
 

効果③ リハビリ施工側への効果 

・免荷機能により療法士の体格・性別に関係なく介助量の多い方の歩行が行えるようになりました。 

・長下肢装具を用いての介助歩行中は転倒しないことにかなりの注意を向けていましたが、『最適な難易度（設 

   定）であるか』に注力できるようになりました。 

・過去の映像も自動で全て保存されているため、コロナ禍でリハ見学できない家族さんへ動画をみていただきな 

   がら、回復状況をお伝えし易くなりました。 
 

これからも患者さんの希望される『もっと歩きたい』を 

少しでも叶えられるよう全力で支援させていただく所存です。 

※尚、ウェルウォークの使用は当院入院中の患者さんに限らせていただいております。ご了承ください。 

裏面では当院の急性期～在宅まで、どのようにリハビリが関わっているかご紹介させていただきます。 

もっと歩きたいを実現することで患者さんが笑顔になられました 

  回リハ病棟 

入院 0 日目 

ｳｪﾙｳｫｰｸ導入前 

３７日目 

ｳｪﾙｳｫｰｸ導入日 

３８日目 

導入10日後 

４８日後 

歩行距離 ０ｍ（立位のみ） ６ｍ １５．１ｍ １１６．５ｍ 

歩行できた時間 ０秒 １分 ４分３５秒 ２３分２２秒 

歩数 ０歩 ３０歩 ９０歩 ６１０歩 
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～リハビリテーション部より～ 

 地域医療連携室  【 月曜日～金曜日 8:30~19:30 】【 土曜日8:30~17:00 】 

 直通TEL 06-6932-0369  直通FAX 06-6932-0086 

 東大阪病院 

 はじめまして、リハビリテーション部の理学療法士 矢越智幸と申します。 
 今回は、地域のクリニックや施設の先生方に、当法人のリハビリテーションの 
強みについて、紹介致します。 

 

◉【強み１】 
  入院から在宅まで『切れ目のないリハビリテーション』を提供できます。 

  急性期病棟、回復期リハビリテーション病棟、緩和ケア病棟でのリハビリテーションはもちろん 

  のこと、退院後のリハビリテーションに至るまで『切れ目のないリハビリテーション』を提供 

  できることです。 

 

 ≪急性期のリハビリテーション：リハビリテーション部が担います≫ 

  ・早期リハビリの開始：入院当日または翌日からリハビリテーションを開始しています。 

  ・充実した訓練量  ：土日/祝日もリハビリテーションを提供できる体制で運営しています。 

  ・ウェルウォーク  ：急性期病棟に入院された方も使用可能です。 

 ≪回復期のリハビリテーション：回復期リハビリテーション課が担います≫ 

  ・1日の訓練量は、脳血管疾患：8単位以上、運動器疾患：6単位以上を確保しています。 

  ・万一の急変時は、当院の一般病棟に転床し、治療とリハビリテーションを継続できます。 

                  ※当法人のリハビリテーション部門のホームページはこちら  → 

   ≪在宅でのリハビリテーション：在宅リハビリテーション課が担います≫ 

  ・「その人らしい生活を取り戻すこと」を運営方針とし、その人の生きがいや役割作りなど、 

   様々なニーズに対してリハビリテーションを提供しています。 

  ・言語聴覚士も在籍しており、嚥下の評価や栄養面に対するアドバイスも行っています。 

              ※当法人の在宅リハビリテーション課のＨＰはこちら  →→→→ 

 

  ～同一法人であるためリハビリ療法士間の情報共有や連携が円滑なことが特に強みです～ 

    同一法人内の3部署のリハビリ療法士が連携し、患者さんの情報やリハビリゴールの共有が 

        円滑となり、それぞれの病期に応じて計画的なリハビリテーションが提供可能です。 

 

◉【強み２】 
  在宅復帰を支援するため積極的に家屋評価を実施しています。 

  急性期病棟、回復期リハビリテーション病棟、緩和ケア病棟を問わず、在宅復帰を目指す患者 

  さんには、積極的に家屋評価を実施し、入院中から退院後の生活を想定したリハビリテーション 

  を提供しています。 

 地域住民のみなさまに、入院初期から退院後のリハビリテーションまで、安心・信頼のおけるリハ

ビリテーションを提供できるよう、当法人のリハビリ療法士一同、より一層、努力して参ります。 

 先生方の施設やクリニックを利用されている患者さんにリハビリテーションが必要となった際は、

ぜひ、当院へご紹介いただければと思います。 

お問い合わせは、地域医療連携室までご連絡くださいませ。 

当法人のリハビリテーションの強みについて 

リハビリ部 主任  
矢越 智幸 


